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１．一般事項 

別紙－１「一般事項」のとおり。 

 

２．契約の保証について 

別紙－２「契約の保証について」のとおり。 

 

３．排出ガス対策型建設機械について 

農林水産省農村振興局制定「施設機械工事等共通仕様書」第１章第１節１－１－４０

に規定する排出ガス対策型建設機械を使用しない場合は、変更契約の対象となるので、

詳細について機械搬入前に監督職員と打合せするものとする。 

 

４．「工事書類の簡素化」について 

農林水産省農村振興局が所管する直轄土地改良事業等の請負工事における受注者の業

務及び発注者の監督・検査の合理化を目的に「提出書類の見直し」、「様式の統一」など

を行い、工事書類の簡素化を図るため、土木工事等共通仕様書などの基準等が平成 26 年

３月 28 日に改正された。 

これに合わせ、平成 26 年４月より農林水産省ホームページに提出書類様式を編集可能

な形式（Word、Excel）で掲載、ダウンロードを可能とすることで、受注者の利便性の向

上を図っている。 

なお、上記の土木工事等共通仕様書などの改正内容、提出書類書式及び「工事書類の

簡素化」についての概要は、農林水産省ホームページ http://www.maff.go.jp/j/nousin/ 

    seko/kyotu_siyosyo/に掲載されているので確認されたい。 

 

５．被災地域における被災農林漁家等の就労機会の確保について 

（１）受注者は、工事の施工に当たっては、効率的な施工に配意しつつ、地震又は台風等

被災地域における被災農林漁家等の就労希望者を優先的に雇用するよう努めるものと

する。なお、被災農林漁家等の雇用においては、賃金等の支払いが適正かつ遅滞なく

行われるよう配慮すること。 

（２）被災地域における被災農林漁家等の雇用実績等を把握するために、以下の内容で調

査を行うので、受注者は協力すること。 

１）工事着手時点における雇用見込人数 

２）月毎の雇用実績人数 

  

６．工期又は請負代金の額に影響を及ぼす事象に関する情報の通知について 

    落札者（随意契約の場合にあっては、契約の相手方）は、建設業法（昭和２４年法律

第１００号）第２０条の２第２項の規定に基づき、工期又は請負代金の額に影響を及ぼ

す事象が発生するおそれがあると認めるときは、落札決定（随意契約の場合にあっては、

契約の相手方の決定）から請負契約を締結するまでに、契約担当官等に対して、その旨

を当該事象の状況の把握のため必要な情報と併せて別添様式により通知するものとす

る。 

  

７．仕様書等の補足事項について 

（１）積算工種区分等について 

本工事の予定価格積算における工種区分等については、「土地改良事業等請負工事積算



基準」（農林水産省農村振興局制定）に基づき、次のとおりとしている。 

１）工種区分：小形水門設備製作据付工事 

２）施工地域区分：中山間地域 

３）冬期補正（歩掛）：なし 

４）冬期補正（現場管理費）：なし 

５）豪雪補正：10％ 

６）週休２日補正：4週8休以上 

７）熱中症対策補正（現場管理費）：0.00％ 

８）現場環境改善費の計上：しない 

９）単価期：令和７年３月期単価 

（２）間接労務費等の工種区分について 

項  目 間接労務費 工場管理費 据付間接費 

ゲート設備 小形水門設備 小形水門設備 小形水門設備 

鋼製付属設備 鋼製付属設備 鋼製付属設備 小形水門設備 

（３）架空線の防護管設置に係る費用について  

   架空線の防護措置における防護管設置に係る費用は計上していないが、契約後、架

空線管理者との協議により必要となった場合は、監督職員と協議し、契約変更の対象

とする。 

 

８．設計材料単価について 

 本工事で用いる資材等のうち、東北農政局ホームページで公表されている資材及び定

期発行物に記載されている資材以外の資材であって、見積徴集した資材、随時調査した

資材の単価については、確認通知の際に入札説明書等ダウンロードシステムで配布する

こととしている。 

 

９.輸送費 

小形水門設備及び鋼製付属設備の輸送距離は、7.4kmを見込んでいる。 

また、鋼製付属設備の輸送対象設備質量は、7.5tを見込んでいる。 

 

１０.現場発生材について 

  撤去した電気配線・配管等は現場発生材置場まで運搬するものとし、運搬距離及び数

量は次のとおり見込んでいる。なお、輸送費は「修繕工事輸送費」として見込んでい

る。 

（１）現場発生材 

１）数量：1.0ｔ 

２）運搬距離 ：11.1ｋｍ 

 

 １１．参考図について 

    ゲート等の据付時の仮設計画は、別紙－３「参考図」のとおり考えている。 

 

１２．積算歩掛等について 

   本工事の歩掛については、令和６年度積算基準を適用している。 

 






























